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「表紙の図は，大学生のディスカッション能力向上を目指した授業プログラムで使用する評価指標と評価方法，お
よび授業実践のようすである（特集「実践的多人数インタラクションの動向と展望」（pp. 43-94））．対話プロセ
スの評価については，優劣づけという観点ではなく，対話の参加者や観察者に意識するきっかけをつくるフィー
ドバックという観点で捉えたい．


